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小
平
消
防
団
の
出
初
式
が
１
月
８
日
に

文
化
交
流
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

部
隊
観
閲
式
で
は
、
初
め
に
一
年
の
無

事
故
・
無
火
災
を
願
う
と
と
も
に
物
故
者

や
被
災
者
に
対
し
て
の
黙
と
う
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
そ
の
後
、
留
萌
消
防
組
合
副
管

理
者
の
関
町
長
を
先
頭
に
、
来
賓
ら
が
整

列
し
た
団
員
や
車
両
を
観
閲
し
ま
し
た
。

　

続
い
て
同
セ
ン
タ
ー
内
で
行
わ
れ
た
表

彰
式
で
は
、
長
期
勤
続
者
や
優
良
団
員
ら

が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

団
員
ら
は
、
部
隊
観
閲
式
や
表
彰
式
を

と
お
し
て
、
地
域
防
災
の
担
い
手
と
し
て

の
決
意
を
新
た
に
し
ま
し
た
。

団
員
ら
気
持
ち
新
た
に

令
和
２
年
小
平
消
防
団
出
初
式寒風の中行われた部隊観閲式では、団員らの

勇姿が見られました

瑞宝単光章を受け取った和田孝さん

永
年
の
功
績
を
称
え

和
田
孝
さ
ん
が
瑞
宝
単
光
章
を
受
章

　

元
留
萌
消
防
組
合
消
防
司
令
の
和
田
孝

さ
ん
が
、
危
険
業
務
従
事
者
叙
勲
を
受
章

し
、
そ
の
伝
達
式
が
12
月
17
日
に
役
場
応

接
室
で
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
叙
勲
は
、
危
険
性
の
高
い
業
務
に

従
事
し
た
方
を
対
象
と
す
る
も
の
で
、
和

田
さ
ん
は
平
成
22
年
12
月
15
日
に
字
鬼
鹿

港
町
で
発
生
し
た
大
規
模
火
災
に
お
い

て
、
隊
員
の
統
制
を
図
る
と
と
も
に
現
場

指
揮
に
あ
た
り
、
隣
接
す
る
建
物
へ
の
延

焼
を
最
小
限
で
食
い
止
め
、
限
ら
れ
た
条

件
の
中
で
最
大
限
の
消
火
活
動
を
行
な
っ

た
功
績
等
に
よ
り
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

伝
達
式
で
は
、関
係
者
が
集
ま
っ
た
中
、

野
村
聡
留
萌
振
興
局
長
よ
り
賞
状
と
勲
章

が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

力
強
く
筆
運
ぶ

第
31
回
小
平
町
小
・
中
学
生
書
初
め
大
会

力強く筆を運ぶ参加者

　

新
春
恒
例
の
小
平
町
小
・
中
学
生
書
初

め
大
会
が
１
月
７
日
に
文
化
交
流
セ
ン

タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
大
会
は
、
書
を
通
じ
て
参
加
者
同

士
の
交
流
を
深
め
る
こ
と
を
目
的
に
実
施

し
て
お
り
、
今
年
は
小
学
生
12
名
が
参
加

し
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
は
、
保
護
者
や
審
査
員
に

ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
な
が
ら
、
そ
れ
ぞ
れ

真
剣
な
表
情
で
半
紙
に
向
き
合
い
、
力
強

く
筆
を
運
ん
で
納
得
の
い
く
一
枚
を
書
き

上
げ
ま
し
た
。

　

審
査
の
結
果
、
入
賞
し
た
作
品
は
１
月

15
日
ま
で
同
セ
ン
タ
ー
ロ
ビ
ー
に
展
示
さ

れ
ま
し
た
。

新
年
祝
い
、
各
界
交
流

令
和
２
年
小
平
町
民
新
春
交
礼
会

各界関係者らが交流を深めていました

　

新
年
を
祝
う
小
平
町
民
新
春
交
礼
会
が

１
月
10
日
に
文
化
交
流
セ
ン
タ
ー
で
開
催

さ
れ
、
町
民
や
関
係
者
ら
お
よ
そ
120
名
が

出
席
し
、
新
年
を
祝
い
ま
し
た
。

　

来
賓
に
は
関
町
長
を
は
じ
め
、
神
谷
裕

衆
議
院
議
員
、
浅
野
貴
博
北
海
道
議
会
議

員
、
船
木
淳
悟
留
萌
開
発
建
設
部
長
、
野

村
聡
留
萌
振
興
局
長
が
出
席
さ
れ
、
年
頭

に
あ
た
っ
て
の
挨
拶
を
述
べ
ら
れ
ま
し

た
。

　

祝
宴
は
南
る
も
い
農
業
協
同
組
合
の
橋

村
勉
代
表
理
事
組
合
長
の
乾
杯
の
音
頭
で

始
ま
り
、
出
席
者
ら
は
新
年
の
挨
拶
を
交

わ
し
な
が
ら
交
流
を
深
め
て
い
ま
し
た
。

　


